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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広帯域無線接続システムにおいて端末がレンジングを行う方法であって、
　特定フレームに割り当てられる少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報
を基地局から受信し、
　前記割当情報を用いて前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの機会インデッ
クス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を判断すること、
を含み、
　前記第１のレンジングチャネルの機会インデックスを判断することは、
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルが非同期レンジングチャネル（ＮＳ－
ＲＣＨ）であると、前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスを既に設定された
機会インデックス範囲の最初値と判断するように行なわれ、
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルが同期レンジングチャネル（Ｓ－ＲＣ
Ｈ）であると、前記同期レンジングチャネルの機会インデックスを前記機会インデックス
範囲の最後値と判断するように行われることを特徴とする、レンジング方法。
【請求項２】
　動的に割り当てられる少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報を前記基
地局から受信し、
　前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの機会インデックスを判断すること、
をさらに含み、
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　前記第２のレンジングチャネルの機会インデックスを判断することは、
　前記第１のレンジングチャネルの機会インデックスの判断結果に基づく機会インデック
スの値以外の機会インデックスの範囲で、前記第２のレンジングチャネルの割当情報にお
いて時間領域上に割り当てられた位置に沿って順に、前記少なくとも一つの第２のレンジ
ングチャネルの機会インデックスをそれぞれ判断するように行われることを特徴とする、
請求項１に記載のレンジング方法。
【請求項３】
　前記少なくとも一つのレンジングチャネルのいずれかを通じてレンジングコードを前記
基地局に転送し、
　前記基地局から受信されるレンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ
及び前記コードを転送したレンジングチャネルの機会インデックスを用いて、前記転送し
たレンジングコードの受信結果を判断することをさらに含む、請求項１または２に記載の
レンジング方法。
【請求項４】
　前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、
　前記同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１である、ことを特徴とする
、請求項１に記載のレンジング方法。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、
　前記第１のレンジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパ
ーフレームヘッダー（ＳＦＨ）を通じて受信され、
　前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチャネルである場合は、前記スー
パーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセー
ジを通じて受信され、
　前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）
またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて受信されること
を特徴とする、請求項２に記載のレンジング方法。
【請求項６】
　広帯域無線接続システムにおいて基地局で行われるレンジング方法であって、
　特定フレームに割り当てられる少なくとも一つの第１のレンジングチャネル及び動的に
割り当てられる少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの少なくとも一方の割当情報
を端末に転送し、
　前記第１のレンジングチャネル及び前記第２のレンジングチャネルのいずれかを通じて
前記端末からレンジングコードを受信し、
　前記レンジングコードの受信状態（ｒａｎｇｉｎｇ　ｓｔａｔｕｓ）、及び前記レンジ
ングコードの受信されたレンジングチャネルを指示する機会インデックス（ｏｐｐｏｒｔ
ｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を含むレンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセ
ージを前記端末に転送すること、を含み、
　前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルを指示する機会インデックスは
、
　前記第１のレンジングチャネルの種類、及び前記第２のレンジングチャネルの割当情報
において前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルが時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍ
ａｉｎ）上に割り当てられた順序に従って決定されることを特徴とする、レンジング方法
。
【請求項７】
　前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルを指示する機会インデックスは
、
　前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルが、前記少なくとも一つの第１
のレンジングチャネルのうち非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）であると、既に
設定された機会インデックス範囲の最初値にマッピング（ｍａｐｐｉｎｇ）され、
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　前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルが、前記少なくとも一つの第１
のレンジングチャネルのうち同期レンジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）であると、前記機会
インデックス範囲の最後値にマッピングされ、
　前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルが、前記少なくとも一つの第２
のレンジングチャネルのいずれか一つであると、前記第１のレンジングチャネルにマッピ
ングされた機会インデックス値以外の範囲の機会インデックスが、前記第２のレンジング
チャネルの割当情報において時間領域上に割り当てられた位置に沿って順にマッピングさ
れることを特徴とする、請求項６に記載のレンジング方法。
【請求項８】
　前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、
　前記同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１であることを特徴とする、
請求項７に記載のレンジング方法。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、
　前記第１のレンジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパ
ーフレームヘッダー（ＳＦＨ）を通じて転送され、
　前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチャネルである場合は、前記スー
パーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセー
ジを通じて転送され、
　前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）
またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて転送されること
を特徴とする、請求項８に記載のレンジング方法。
【請求項１０】
　広帯域無線接続システムにおいてレンジング手順を行う端末装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御によって外部と無線信号を送受信するための無線通信（ＲＦ）モ
ジュールと、
を備え、
　前記プロセッサは、
　特定フレームに割り当てられる少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報
を基地局から受信すると、該割当情報を用いて前記少なくとも一つの第１のレンジングチ
ャネルの機会インデックス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を判断するように制
御し、
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルが非同期レンジングチャネル（ＮＳ－
ＲＣＨ）であると、前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスを、既に設定され
た機会インデックス範囲の最初値と判断し、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャ
ネルが同期レンジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）であると、前記同期レンジングチャネルの
機会インデックスを、前記機会インデックス範囲の最後値と判断することを特徴とする、
端末装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　動的に割り当てられる少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報を前記基
地局から受信すると、前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの機会インデック
スを判断するように制御し、
　前記第１のレンジングチャネルの機会インデックスの判断結果に基づく機会インデック
スの値以外の機会インデックスの範囲で、前記第２のレンジングチャネルの割当情報にお
いて時間領域上に割り当てられた位置に沿って順に、前記少なくとも一つの第２のレンジ
ングチャネルの機会インデックスをそれぞれ判断することを特徴とする、請求項１０に記
載の端末装置。
【請求項１２】
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　前記プロセッサは、
　前記少なくとも一つのレンジングチャネルのいずれかを通じてレンジングコードが前記
基地局に転送されるようにし、前記基地局から受信するレンジング肯定応答（ＡＡＩ＿Ｒ
ＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ、及び前記コードを転送したレンジングチャネルの機会インデ
ックスを用いて、前記転送したレンジングコードの受信結果を判断するように制御するこ
とを特徴とする、請求項１０または１１に記載の端末装置。
【請求項１３】
　前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、
　前記同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１であることを特徴とする、
請求項１０に記載の端末装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、
　前記第１のレンジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパ
ーフレームヘッダー（ＳＦＨ）を通じて受信され、
　前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチャネルである場合は、前記スー
パーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセー
ジを通じて受信され、
　前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）
またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて受信されること
を特徴とする、請求項１１に記載の端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広帯域無線接続システムに係り、特に、端末がレンジングを行うアップリン
ク領域であるレンジングチャネル及び機会のマッピング方法と、これを用いて端末がレン
ジングを行う方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６作業グループで制定した主要標準には、固定ワイマックス（Ｆ
ｉｘｅｄ　ＷｉＭＡＸ）と呼ばれるＩＥＥＥ　８０２．１６－２００４、及びモバイルワ
イマックス（ｍｏｂｉｌｅ　ＷｉＭＡＸ）と呼ばれるＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ－２００
５（以下、１６ｅ）がある。ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ－２００５は、２００５年１２月
にＩＥＥＥ　から最終的に標準として承認された。現在バージョンのモバイルワイマック
ス技術の根幹となる標準は、ＩＥＥＥ　８０２．１６－２００４、ＩＥＥＥ　８０２．１
６ｅ－２００５（この文書は、ＩＥＥＥ　８０２．１６－２００４のＣｏｒｒｉｇｅｎｄ
ａを含んでいる）、ＩＥＥＥ　８０２．１６－２００４／Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄａ２／Ｄ８
である。現在、次期バージョンのモバイルワイマックスのためのＩＥＥＥ　８０２．１６
ｍ（以下、１６ｍ）の標準化が、ＩＥＥＥ　８０２．１６作業グループ内のＴＧｍで進行
中である。
【０００３】
　最初のネットワーク登録手順を行う際に、端末が基地局とのアップリンク通信のための
転送パラメータ（周波数オフセット、時間オフセット、転送電力）を調整する過程を初期
レンジング（ｉｎｉｔｉａｌ　ｒａｎｇｉｎｇ）といい、ネットワーク登録手順を行った
後に、端末は基地局とのアップリンク通信を維持し続くために、周期的レンジング（ｐｅ
ｒｉｏｄｉｃ　ｒａｎｇｉｎｇ）を行う。その他にも、レンジングの種類には、端末機が
ハンドオーバー動作時に手順を簡素化するために行うハンドオーバーレンジング（ｈａｎ
ｄｏｖｅｒ　ｒａｎｇｉｎｇ）と、端末が転送するデータが発生した時にアップリンク帯
域を要請する過程で行われる帯域要請レンジング（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ－ｒｅｑｕｅｓｔ
　ｒａｎｇｉｎｇ）がある。
【０００４】
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　広帯域無線接続システムにおいて、各レンジングの種類によって、レンジング時に使用
可能なＣＤＭＡコード（または、レンジングプリアンブル：ｒａｎｇｉｎｇ　ｐｒｅａｍ
ｂｌｅ）集合及びＣＤＭＡコードを転送する領域が、ネットワークによりシステム情報を
放送するチャネル（例えば、ＵＬ－ＭＡＰ）を通じて割り当てられる。そのため、例えば
、特定端末がハンドオーバーレンジングを行うためには、ハンドオーバーレンジングのた
めのＣＤＭＡコードから特定コードを選択し、選択されたコードを初期レンジング及びハ
ンドオーバーレンジング領域を通じてネットワークに転送することによってレンジングを
要請しなければならない。そのため、ネットワークは、受信したＣＤＭＡコード及びＣＤ
ＭＡコードの転送された区間を用いてレンジングの種類を区別することができる。
【０００５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムでは、レンジングチャネル（Ｒａｎｇｉｎｇ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）を、同期している端末が行うレンジングのための同期レンジングチャネル（
Ｓ－ＲＣＨ）と、そうでない端末が行うレンジングのための非同期レンジングチャネル（
ＮＳ－ＲＣＨ）とに区別することができる。また、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムで
は、端末が転送するデータが発生した時にアップリンク帯域を要請する帯域要請チャネル
（Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＢＲＣＨ）が存在する。この
ようなレンジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ、ＮＳ－ＲＣＨ）及び帯域要請チャネル（ＢＲＣ
Ｈ）は、媒体接続制御層（ＭＡＣ　ｌａｙｅｒ）においてそれぞれレンジング機会（ｒａ
ｎｇｉｎｇ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）と帯域要請機会（ＢＲ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ
）の概念として用いられる。
【０００６】
　レンジング機会は、レンジング手順において受信されたレンジングコードを受信したか
否かを基地局が端末に知らせるためのレンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メ
ッセージと、成功的に受信したレンジングコードに関するリソース割当情報を、当該コー
ドを転送した端末に伝達するＣＤＭＡ割当マップ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥ）などに用いられる。
【０００７】
　この時、それぞれ異なる形態の基地局は、レンジングチャネル及びコード割当情報を、
それぞれ異なる方式で伝達する。例えば、ＷｉｒｅｌｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　ｗｉｔ
ｈ　ＦＤＭ－ｂａｓｅｄ　ＵＬ　ＰＵＳＣ　Ｚｏｎｅを支援する基地局及びフェムト（Ｆ
ｅｍｔｏ）セルのようなカバレッジの狭い基地局は、これらレンジング関連情報を、独立
したチャネル形態であるスーパーフレームヘッダー（ＳＦＨ）を通じて伝達し、それ以外
の基地局（例えば、Ｍａｃｒｏ、Ｒｅｌａｙ、Ｍａｃｒｏ　ｈｏｔ－ｚｏｎｅ）は、それ
ぞれ異なるレンジング関連情報を、独立したチャネル形態であるスーパーフレームヘッダ
ー（ＳＦＨ）及び媒体接続制御（ＭＡＣ）メッセージ形態であるシステム設定記述子（Ａ
ＡＩ＿ＳＣＤ）メッセージを通じて伝達する。レンジングチャネル及びコード割当情報は
、スーパーフレームヘッダー（ＳＦＨ）とシステム設定記述子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセ
ージを同時に用いる場合においてそれぞれ異なる時点に端末に伝達される。
【０００８】
　ここで、端末は、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを受信しなくても、ＳＦＨのみを受信した
後に初期レンジングまたはハンドオーバーレンジングを行うことができる。しかるに、Ａ
ＡＩ＿ＳＣＤを通じて割り当てられたレンジングチャネルが時間軸／周波数軸で先に割り
当てられていても、その存在が、ＡＡＩ＿ＳＣＤを受信していない端末にはわからない。
【０００９】
　例えば、同じフレームにおいてＡＡＩ＿ＳＣＤを通じて伝達されたレンジングチャネル
の物理的位置が、ＳＦＨを通じて伝達されたレンジングチャネルのそれよりも時間軸／周
波数軸において先にある場合、ＡＡＩ＿ＳＣＤのレンジングチャネルは、レンジング機会
インデックス０がマッピングされ、ＳＦＨのレンジングチャネルは、レンジング機会イン
デックス１がマッピングされる。この場合、初期レンジングまたはハンドオーバーレンジ
ングのために端末が選択したレンジングチャネルが、実際にはレンジング機会インデック
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ス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）１であるが、ＡＡＩ＿ＳＣＤを受信しなかっ
たことにより当該レンジングチャネルをレンジング機会インデックス０と認識することが
ある。
【００１０】
　そのため、上述した一般の方式のように時間軸／周波数軸の順にレンジングチャネルの
機会インデックスをマッピングする規則が用いられることは好ましくなく、物理的に割り
当てられたレンジングチャネルがレンジング機会（ｒａｎｇｉｎｇ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉ
ｔｙ）にマッピング（ｍａｐｐｉｎｇ）される方法を新しく定義する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上記の一般的な技術の問題点を解決するために案出されたもので、その目的は
、より効率的なレンジングチャネルの機会インデックスマッピング方法を提供することに
ある。
【００１２】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上に言及した技術的課題に制限されず、言
及していない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常
の知識を有する者には明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記のような一般的技術の問題点を解決するために、本発明の一実施例に係る広帯域無
線接続システムにおいて端末がレンジングを行う方法は、特定フレームに割り当てられる
少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報を基地局から受信すること、及び
前記割当情報を用いて前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの機会インデック
ス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を判断すること、を含み、前記第１のレンジ
ングチャネルの機会インデックスを判断することは、前記少なくとも一つの第１のレンジ
ングチャネルが非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）であると、前記非同期レンジ
ングチャネルの機会インデックスを既に設定された機会インデックス範囲の最初値と判断
するように行なわれ、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルが同期レンジング
チャネル（Ｓ－ＲＣＨ）であると、前記同期レンジングチャネルの機会インデックスを前
記機会インデックス範囲の最後値と判断するように行われるとよい。
【００１４】
　ここで、動的に割り当てられる少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの割当情報
を前記基地局から受信すること、及び前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの
機会インデックスを判断すること、をさらに含み、前記第２のレンジングチャネルの機会
インデックスを判断することは、前記第１のレンジングチャネルの機会インデックスの判
断結果に基づく機会インデックスの値以外の機会インデックスの範囲で、前記第２のレン
ジングチャネルの割当情報において時間領域上に割り当てられた位置に沿って順に、前記
少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの機会インデックスをそれぞれ判断するよう
に行われるとよい。
【００１５】
　また、上記レンジング方法は、前記少なくとも一つのレンジングチャネルのいずれかを
通じてレンジングコードを前記基地局に転送すること、及び前記基地局から受信されるレ
ンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ及び前記コードを転送したレン
ジングチャネルの機会インデックスを用いて、前記転送したレンジングコードの受信結果
を判断することをさらに含むことができる。
【００１６】
　好適には、前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、前記
同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１である。
【００１７】
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　なお、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、前記第１のレン
ジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパーフレームヘッダ
ー（ＳＦＨ）を通じて受信され、前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチ
ャネルである場合は、前記スーパーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述
子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセージを通じて受信され、前記少なくとも一つの第２のレンジ
ングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿
ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて受信されるとよい。
【００１８】
　また、上記の一般的技術の問題点を解決するために、本発明の一実施例に係る広帯域無
線接続システムにおいて基地局で行われるレンジング方法は、特定フレームに割り当てら
れる少なくとも一つの第１のレンジングチャネル及び動的に割り当てられる少なくとも一
つの第２のレンジングチャネルの少なくとも一方の割当情報を端末に転送すること、前記
第１のレンジングチャネル及び前記第２のレンジングチャネルのいずれかを通じて前記端
末からレンジングコードを受信すること、及び前記レンジングコードの受信状態（ｒａｎ
ｇｉｎｇ　ｓｔａｔｕｓ）、及び前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネル
を指示する機会インデックス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を含むレンジング
肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージを前記端末に転送すること、を含み、前
記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルを指示する機会インデックスは、前
記第１のレンジングチャネルの種類、及び前記第２のレンジングチャネルの割当情報にお
いて前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルが時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉ
ｎ）上に割り当てられた順序に従って決定されるとよい。
【００１９】
　ここで、前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルを指示する機会インデ
ックスは、前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルが、前記少なくとも一
つの第１のレンジングチャネルのうち非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）である
と、既に設定された機会インデックス範囲の最初値にマッピング（ｍａｐｐｉｎｇ）され
、前記レンジングコードの受信されたレンジングチャネルが、前記少なくとも一つの第１
のレンジングチャネルのうち同期レンジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）であると、前記機会
インデックス範囲の最後値にマッピングされ、前記レンジングコードの受信されたレンジ
ングチャネルが、前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルのいずれか一つである
と、前記第１のレンジングチャネルにマッピングされた機会インデックス値以外の範囲の
機会インデックスが、前記第２のレンジングチャネルの割当情報において時間領域上に割
り当てられた位置に沿って順にマッピングされるとよい。
【００２０】
　また、前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、前記同期
レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１でよい。
【００２１】
　なお、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、前記第１のレン
ジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパーフレームヘッダ
ー（ＳＦＨ）を通じて転送され、前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチ
ャネルである場合は、前記スーパーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述
子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセージを通じて転送され、前記少なくとも一つの第２のレンジ
ングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿
ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて転送されるとよい。
【００２２】
　上記の一般的技術の問題点を解決するために、本発明の他の実施例に係る広帯域無線接
続システムにおいてレンジング手順を行う端末装置は、プロセッサと、前記プロセッサの
制御によって外部と無線信号を送受信するための無線通信（ＲＦ）モジュールと、を備え
、前記プロセッサは、特定フレームに割り当てられる少なくとも一つの第１のレンジング
チャネルの割当情報を基地局から受信すると、該割当情報を用いて前記少なくとも一つの
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第１のレンジングチャネルの機会インデックス（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）
を判断するように制御し、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルが非同期レン
ジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）であると、前記非同期レンジングチャネルの機会インデ
ックスを、既に設定された機会インデックス範囲の最初値と判断し、前記少なくとも一つ
の第１のレンジングチャネルが同期レンジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）であると、前記同
期レンジングチャネルの機会インデックスを、前記機会インデックス範囲の最後値と判断
することができる。
【００２３】
　前記プロセッサは、動的に割り当てられる少なくとも一つの第２のレンジングチャネル
の割当情報を前記基地局から受信すると、前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネ
ルの機会インデックスを判断するように制御し、前記第１のレンジングチャネルの機会イ
ンデックスの判断結果に基づく機会インデックスの値以外の機会インデックスの範囲で、
前記第２のレンジングチャネルの割当情報において時間領域上に割り当てられた位置に沿
って順に、前記少なくとも一つの第２のレンジングチャネルの機会インデックスをそれぞ
れ判断することができる。
【００２４】
　また、前記プロセッサは、前記少なくとも一つのレンジングチャネルのいずれかを通じ
てレンジングコードが前記基地局に転送されるようにし、前記基地局から受信するレンジ
ング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ、及び前記コードを転送したレンジ
ングチャネルの機会インデックスを用いて、前記転送したレンジングコードの受信結果を
判断するように制御することができる。
【００２５】
　また、前記非同期レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ００であり、前記同期
レンジングチャネルの機会インデックスは０ｂ１１でよい。
【００２６】
　なお、前記少なくとも一つの第１のレンジングチャネルの割当情報は、前記第１のレン
ジングチャネルが前記非同期レンジングチャネルである場合は、スーパーフレームヘッダ
ー（ＳＦＨ）を通じて受信され、前記第１のレンジングチャネルが前記同期レンジングチ
ャネルである場合は、前記スーパーフレームヘッダー（ＳＦＨ）またはシステム設定記述
子（ＡＡＩ＿ＳＣＤ）メッセージを通じて受信され、前記少なくとも一つの第２のレンジ
ングチャネルの割当情報は、マップ（Ａ－ＭＡＰ）またはハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿
ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて受信されるとよい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の少なくとも一実施例によれば、效率的にレンジングチャネル及び機会のマッピ
ング規則が定義されるため、端末は、レンジングチャネルに関する情報が伝達されるチャ
ネルにかかわらず、正確にレンジングチャネルの機会インデックスを認識することが可能
になる。
【００２８】
　本発明で得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない他の効果
は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者であれば明
確に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】レガシーシステムを支援するＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムのレンジングチ
ャネル構造を示す図である。
【図２】本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングし
た形態の一例を示す図である。
【図３】本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングし
た形態の他の例を示す図である。
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【図４】本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングし
た形態のさらに他の例を示す図である。
【図５】本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングし
た形態のさらに他の例を示す図である。
【図６】本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングし
た形態のさらに他の例を示す図である。
【図７】カバレッジの狭い基地局で本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会イ
ンデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【図８】レガシーシステムを支援する基地局で本発明の一実施例に係るレンジングチャネ
ルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【図９】レガシーシステムを支援する基地局で本発明の一実施例に係るレンジングチャネ
ルを機会インデックスにマッピングした形態の他の例を示す図である。
【図１０】本発明の他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピン
グした形態の一例を示す図である。
【図１１】本発明のさらに他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマ
ッピングした形態の一例を示す図である。
【図１２】本発明のさらに他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマ
ッピングした形態の一例を示す図である。
【図１３】レガシーシステムを支援する基地局で本発明のさらに他の実施例に係るレンジ
ングチャネルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【図１４】カバレッジの狭い基地局で本発明のさらに他の実施例に係るレンジングチャネ
ルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【図１５】本発明の他の実施例であって、送信端及び受信端の構造の一例を示すブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明は、無線接続システムに関する。以下、本発明の実施例は、レンジングチャネル
及び機会の効率的なマッピング方法及びこれを行うための装置構造を開示する。
【００３１】
　以下の実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定の形態で結合したものである。各構
成要素または特徴は、別に明示しない限り、選択的なものと考慮しなければならない。各
構成要素または特徴が他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施してもよく、一部の構
成要素及び／または特徴を結合させて本発明の実施例を構成してもよい。本発明の実施例
で説明される動作の順序は変更してもよい。ある実施例の一部構成や特徴は、他の実施例
に含まれてもよく、他の実施例の対応する構成または特徴に代えてもよい。
【００３２】
　本明細書では、本発明の実施例を、基地局と端末との間におけるデータ送受信の関係を
中心に説明した。ここで、基地局は、端末と通信を直接行うネットワークの終端ノード（
ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）としての意味を有する。本文書で、基地局により行われる
とした特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）によ
り行われることもある。
【００３３】
　すなわち、基地局を含む多数のネットワークノード（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）か
らなるネットワークにおいて、端末との通信のために行われる種々の動作は、基地局また
は基地局以外の他のネットワークノードにより行われうるということは自明である。「基
地局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）」は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）
、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　
Ｐｏｉｎｔ）、ＡＢＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＢＳ）などの用語に代えてもよい。また、「
端末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ）」は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉ
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ｏｎ）、ＡＭＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＭＳ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉ
ｏｎ）などの用語に代えてもよい。
【００３４】
　本発明の実施例は、様々な手段により具現することができる。例えば、本発明の実施例
は、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの
結合などにより具現することができる。
【００３５】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、一つまたはそれ以上の
ＡＳＩＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉ
ｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、
ＤＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）
、ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（
Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現することができる
。
【００３６】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、以上
で説明された機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態とすることが
できる。ソフトウェアコードはメモリーユニットに記憶し、プロセッサで駆動することが
できる。メモリーユニットは、プロセッサの内部または外部に設けられて、既に公知の様
々な手段によりプロセッサとデータを授受することができる。
【００３７】
　本発明の実施例は、無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２システム、３ＧＰＰシス
テム、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム及び３ＧＰＰ２システムの少なくとも一つに開示されて
いる標準文書でサポートできる。すなわち、本発明の実施例において、本発明の技術的思
想を明確にするために説明を省略した段階または部分は、上記の文書でサポートできる。
また、本文書で開示している用語はいずれも、上記の標準文書により説明することができ
る。特に、本発明の実施例は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムの標準文書であるＰ８０
２．１６－２００４、Ｐ８０２．１６ｅ－２００５及びＰ８０２．１６Ｒｅｖ２文書の少
なくとも一つでサーボートできる。
【００３８】
　以下の説明で用いられる特定用語は、本発明の理解を助けるために提供されているもの
で、これらの特定用語の使用は、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲で他の形態に変
更可能である。
【００３９】
　基地局が端末からレンジング目的に応じた種類のＣＤＭＡレンジングコードを受信する
と、基地局は、レンジングコードの受信に成功したか否か、受信状態及び物理補正値など
をＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫメッセージにより端末に知らせることができる。具体的に、基
地局は端末からレンジングコードを受信すると、それに対する応答としてＡＡＩ＿ＲＮＧ
－ＡＣＫメッセージの割当情報を、放送マスキングコード（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍａｓ
ｋｉｎｇ　Ｃｏｄｅ）を用いた放送割当マップ情報要素（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）を通じて端末に転送する。ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫメ
ッセージが非要請で特定端末に転送される場合には、ユニキャストＳＴＩＤを用いたダウ
ンリンク基本割当マップ情報要素（ＤＬ　ｂａｓｉｃ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥ）を通じて割当情報が端末に伝達される。もし、全てのレンジングコードが成功
的に受信されたなどの特定条件の場合は、ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫメッセージの転送は省
略されてもよい。
【００４０】
　以下では、基地局のタイプ別にレンジングチャネルの構成を説明する。
【００４１】
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　１）レガシーシステムを支援する基地局
　まず、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムとそのレガシー（ｌｅｇａｃｙ）システム（
例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステム）を同時に支援する基地局（ＡＢＳ）につて
、図１を参照して説明する。
【００４２】
　図１は、レガシーシステムを支援するＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムのレンジング
チャネル構造を示す図である。
【００４３】
　レガシーを支援するＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムにおいて、レガシー端末のため
のアップリンク領域とＩＥＥＥ　８０２．１６ｍ端末のためのアップリンク領域とがＦＤ
Ｍ方式で分けられている場合に、これらの物理的領域のパーミュテーション（ｐｅｒｍｕ
ｔａｔｉｏｎ）は、レガシーシステムで用いられるサブキャリア部分利用（ＰＵＳＣ）構
造でなければならない。そのため、レガシーを支援するＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステ
ムは、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍ端末のみを支援する一般的なＩＥＥＥ　８０２．１６ｍ
システムにおけるレンジングチャネル構造とは異なる形態を有する。このような場合に、
図１に示すように、１サブフレームにＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨとが共存することが好ま
しい。
【００４４】
　このようなレガシーを支援するＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムの基地局においてレ
ンジングチャネル及びコード割当情報は、基本的に、ＳＦＨ（ＳＰ１：ＲＰ　ｃｏｄｅ　
ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ＲＣＨ、Ａｌｌｏｃａ
ｔｉｏｎ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＲＣＨ、Ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆ
ｓｅｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＲＣＨ等）を通じて端末に伝達される。ＳＦＨを通じて伝達され
る割当方式によって毎フレームごとに最大それぞれ一つのＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨ（ｒ
ａｎｇｉｎｇ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が存在する。このタイプの基地局を、以下、便
宜上「タイプ１基地局」と称する。
【００４５】
　２）狭いカバレッジを有する基地局
　次に、フェムト基地局のように比較的狭いカバレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ）を有する基
地局について説明する。
【００４６】
　フェムト基地局において、レンジングチャネル及びコード割当情報は、基本的に、ＳＦ
Ｈ（ＳＰ１：ＲＰ　ｃｏｄｅ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　
ｔｈｅ　Ｓ－ＲＣＨ、Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　
Ｓ－ＲＣＨ、Ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓ－ＲＣＨ等）を通じて
伝達される。ＳＦＨを通じて伝達される割当方式によって、最大毎フレームごとに一つの
同期レンジングチャネル（すなわち、ｒａｎｇｉｎｇ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が存在
する。ただし、フェムト基地局のように狭いカバレッジを有する基地局では、同期の外れ
る可能性が低いことから、非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）無しで同期レンジ
ングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）のみが用いられてもよい。このタイプの基地局を、以下、便
宜上「タイプ２基地局」と称する。
【００４７】
　３）残りのタイプの基地局
　最後に、カバレッジの狭い基地局やレガシーシステムを支援する基地局以外の残りのタ
イプの基地局（例えば、１６ｍ　ｏｎｌｙ　ＡＢＳ、ＡＲＳ、ｍａｃｒｏ　ｈｏｔ－ｚｏ
ｎｅ等）について説明する。
【００４８】
　残りのタイプの基地局では、レンジングチャネル及びコード割当情報が、基本的に、Ｓ
ＦＨ（ＳＰ１：ＲＰ　ｃｏｄｅ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｆｏｒ
　ｔｈｅ　ＮＳ－ＲＣＨ、Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈ
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ｅ　ＮＳ－ＲＣＨ、Ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＮＳ－ＲＣＨ等）
を通じて伝達される。ＳＦＨを通じて伝達される割当方式によって、最大毎フレームごと
に一つの非同期レンジングチャネル（ｒａｎｇｉｎｇ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が存在
する。また、ＳＦＨに加えて、マップ（Ａ－ＭＡＰ）またはＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを
通じてレンジングチャネル情報が伝達されてもよい。
【００４９】
　すなわち、マップが用いられる場合に、ハンドオーバーレンジングのための非同期レン
ジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ　ｆｏｒ　ｈａｎｄｏｖｅｒ　ｒａｎｇｉｎｇ）の割当情
報は、基地局のスケジュールリング決定によって、任意の一般的な放送データの割当のた
めに用いられたサブフレーム以外のサブフレームで、放送割当マップ情報要素（Ｂｒｏａ
ｄｃａｓｔ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）またはハンドオーバー命令メッ
セージ（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）を通じて転送することができる。なお、ＡＡＩ＿ＳＣＤ
メッセージが用いられる場合に、ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙＯｆＲｎｇＣｈＳｙｎｃ、ｒａ
ｎｇｉｎｇＰｒｅａｍｂｌｅＣｏｄｅＳｙｎｃなどの情報が当該メッセージに含まれ、割
当方式によって、最大毎フレームごとに一つの同期レンジングチャネル（ｒａｎｇｉｎｇ
　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が存在する。このタイプの基地局を、以下、便宜上「タイプ
３基地局」と称する。
【００５０】
　上述した３タイプの基地局でレンジングチャネル及びコード割当情報が転送される形態
において、時間／周波数領域の順に一般的なレンジングチャネルの機会インデックスを判
断するマッピング方式が用いられる場合に、割当情報の転送方式によって、端末の判断し
たレンジング機会インデックスと実際レンジング機会インデックスとが異なることがある
。
【００５１】
　このような問題点を解決するために、本発明は、レンジングチャネルに機会インデック
スを与える新しいマッピング規則を、以下に提案する。
【００５２】
　第１の実施例
　本発明の一実施例によれば、レンジングチャネル割当情報が転送される形態及びレンジ
ングチャネルの種類によって、レンジングチャネルを機会インデックスの固定した値にマ
ッピングさせる方法が提供される。
【００５３】
　本実施例に係るマッピング方法を適用する一例を挙げると、ＳＦＨを通じて割り当てら
れたＮＳ－ＲＣＨの機会インデックスは、最初の値（例、「０」）あるいは最後の値（例
、もし２ビットで構成された場合は「３」）を与える。そして、ＳＦＨあるいはＡＡＩ＿
ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられたＳ－ＲＣＨの機会インデックスは、最後の値（
例、もし２ビットで構成された場合は「３」）あるいは最初の値（例、「０」）を与える
。
【００５４】
　この場合、ＮＳ－ＲＣＨの機会インデックスを最初の値と定義すると、Ｓ－ＲＣＨの機
会インデックスを最後の値と定義しなければならない。すなわち、ＮＳ－ＲＣＨの機会イ
ンデックスとＳ－ＲＣＨの機会インデックスは重ならないことが好ましい。
【００５５】
　マップ（Ａ－ＭＡＰ）を通じて追加に割り当てられたハンドオーバーレンジングのため
のチャネルの機会インデックスとしては、ＮＳ－ＲＣＨ及びＳ－ＲＣＨに割り当てられた
機会インデックスの間の値（すなわち、残っているインデックスの値）を時間軸及び周波
数軸に沿って順次に与える。
【００５６】
　上述した本実施例に係る機会インデックスマッピング方法が、タイプ３基地局（すなわ
ち、ＷｉｒｅｌｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　ｗｉｔｈ　ＦＤＭ－ｂａｓｅｄ　ＵＬ　ＰＵ
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ＳＣ　Ｚｏｎｅを支援する基地局及びフェムトセルのような、カバレッジの狭い基地局以
外の基地局）に適用される形態の一例を、図２を参照して説明する。
【００５７】
　図２は、本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピング
した形態の一例を示す図である。
【００５８】
　図２で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり、
レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定する
。また、ＮＳ－ＲＣＨに機会インデックスの最初の値（すなわち、０）が与えられるとす
る。なお、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとする。
【００５９】
　図２を参照すると、サブフレーム＃０から＃３まで、各サブフレーム当たりに一つのレ
ンジングチャネルが割り当てられる。ここで、サブフレーム＃３に、ＳＦＨを通じて伝達
された非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）が位置し、本実施例に係るマッピング
方法が適用されることから、当該レンジングチャネルが時間軸上で最初に位置しないにも
かかわらず、そのレンジング機会インデックスは０になる。
【００６０】
　次に、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて伝達された同期レンジングチャネル（Ｓ－Ｒ
ＣＨ）が、サブフレーム＃１に位置するが、本実施例のマッピング規則によって、最後の
インデックスである３が与えられる。
【００６１】
　そのため、残っている機会インデックスは１及び２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃０のレンジング
チャネルに１が、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００６２】
　タイプ３基地局への適用
　本実施例に係るマッピング方法がタイプ３基地局に適用される他の例を、図３乃至図６
を参照して説明する。
【００６３】
　図３は、本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピング
した形態の他の例を示す図である。
【００６４】
　図３でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５で
あり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮
定する。また、ＮＳ－ＲＣＨに機会インデックスの最初の値（すなわち、０）が与えられ
るとする。なお、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとす
る。
【００６５】
　図３を参照すると、サブフレーム＃０から＃３まで、各サブフレーム当たりに一つのレ
ンジングチャネルが割り当てられる。ここで、サブフレーム＃０に、ＳＦＨを通じて割り
当てられる非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）が位置し、本実施例に係るマッピ
ング方法が適用されることから、当該レンジングチャネルが時間軸上で最初に位置するか
否かにかかわらず、その機会インデックスは０になる。
【００６６】
　次に、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられる同期レンジングチャネル（Ｓ
－ＲＣＨ）がサブフレーム＃１に位置するが、本実施例のマッピング規則によって、最後
のインデックスである３が与えられる。
【００６７】
　そのため、残ったレンジング機会インデックスは１及び２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて
割り当てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレン
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ジングチャネルに１が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００６８】
　本実施例に係るマッピング方法がタイプ３基地局に適用されるさらに他の例を、図４を
参照して説明する。
【００６９】
　図４は、本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピング
した形態のさらに他の例を示す図である。
【００７０】
　図４でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５で
あり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮
定する。また、ＮＳ－ＲＣＨに機会インデックスの最初の値（すなわち、０）が与えられ
るとする。なお、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとす
る。ただし、このフレームでは、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じた同期レンジングチャ
ネルは割り当てられないとする。
【００７１】
　図４を参照すると、サブフレーム＃０、＃２及び＃３の、各サブフレーム当たりに一つ
のレンジングチャネルが割り当てられる。ここで、サブフレーム＃０に、ＳＦＨを通じて
伝達された非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）が位置し、本実施例に係るマッピ
ング方法が適用されることから、当該レンジングチャネルが時間軸上で最初に位置するか
否かにかかわらず、その機会インデックスは０になる。
【００７２】
　そのため、残っている機会インデックスは１乃至３になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジング
チャネルに１が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００７３】
　本実施例に係るマッピング方法がタイプ３基地局に適用されるさらに他の例を、図５を
参照して説明する。
【００７４】
　図５は、本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピング
した形態のさらに他の例を示す図である。
【００７５】
　図５でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５で
あり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮
定する。また、Ｓ－ＲＣＨに、機会インデックスの最後の値（すなわち、３）が与えられ
るとする。なお、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとす
る。ただし、このフレームにおいて、ＳＦＨを通じた非同期レンジングチャネルは割り当
てられないとする。
【００７６】
　図５を参照すると、まず、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられる同期レン
ジングチャネル（Ｓ－ＲＣＨ）がサブフレーム＃１に位置するが、本実施例のマッピング
規則によって、最後のインデックスである３が与えられる。
【００７７】
　そのため、残っている機会インデックスは０乃至２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジング
チャネルに０が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに１が与えられる。
【００７８】
　一方、当該フレーム内に、ＳＦＨを通じて割り当てられたＮＳ－ＲＣＨがなくても、そ
れに与えられるレンジング機会インデックスの最初の値（すなわち、０）を留保しておい
てもよい。こうする場合には、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられるＮＳ－ＲＣＨに残った
機会インデックスは、１及び２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられたＮＳ－ＲＣＨ
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のインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに１が、サブ
フレーム＃３のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００７９】
　本実施例に係るマッピング方法がタイプ３基地局に適用されるさらに他の例を、図６を
参照して説明する。
【００８０】
　図６は、本発明の一実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピング
した形態のさらに他の例を示す図である。
【００８１】
　図６でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５で
あり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮
定する。また、Ｓ－ＲＣＨに、機会インデックスの最後の値（すなわち、３）が与えられ
るとする。なお、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとす
る。ただし、このフレームにおいて、ＳＦＨを通じた非同期レンジングチャネル及びＡＡ
Ｉ＿ＳＣＤメッセージを通じた同期レンジングチャネルは割り当てられないとする。
【００８２】
　図６を参照すると、ＳＦＨ及びＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられるレン
ジングチャネルが存在するしないので、残っている機会インデックスは０乃至３になり、
Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブ
フレーム＃２のレンジングチャネルに０が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに１
が与えられる。
【００８３】
　一方、この場合にも同様、当該フレーム内に、ＳＦＨを通じて割り当てられたＮＳ－Ｒ
ＣＨがなくても、それに与えられるレンジング機会インデックスの最初の値（すなわち、
０）を留保しておき、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられるＳ－ＲＣＨに与
えられる機会インデックスの最後の値（すなわち、３）を留保しておいてもよい。こうす
ると、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられるＮＳ－ＲＣＨに残った機会インデックスは、１
及び２になり、よって、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックス
は、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに１が、サブフレーム＃３の
レンジングチャネルに２が与えられる。
【００８４】
　タイプ２基地局への適用
　以下では、本実施例に係るマッピング方法がタイプ２基地局に適用される他の例を、図
７を参照して説明する。
【００８５】
　図７は、カバレッジの狭い基地局において、本発明の一実施例に係るレンジングチャネ
ルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【００８６】
　図７で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり、
レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定する
。また、本実施例において、フェムトセルのようにカバレッジの狭い基地局ではＳ－ＲＣ
Ｈのみが割り当てられるとする。そのため、ＳＦＨを通じて割り当てられるＳ－ＲＣＨに
、機会インデックスの最後の値（すなわち、３）が与えられるとする。なお、一つのサブ
フレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとする。
【００８７】
　図７を参照すると、サブフレーム＃１に、ＳＦＨを通じて割り当てられる同期レンジン
グチャネルが位置し、本実施例に係るマッピング方法が適用されることから、当該レンジ
ングチャネルの時間軸上における位置にかかわらず、その機会インデックスは３になる。
【００８８】
　そのため、残っている機会インデックスは０乃至２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
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てられたＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃０のレンジングチ
ャネルに０が、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに１が与えられる。
【００８９】
　タイプ１基地局への適用
　以下では、本実施例に係るマッピング方法がタイプ１基地局に適用される他の例を、図
８及び図９を参照して説明する。
【００９０】
　図８は、レガシーシステムを支援する基地局において、本発明の一実施例に係るレンジ
ングチャネルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【００９１】
　図８で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり、
レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定する
。また、ＮＳ－ＲＣＨに、機会インデックスの最初の値（すなわち、０）が与えられると
する。なお、レガシーシステムの支援のために、一つのサブフレームに、Ａ－ＭＡＰ（ま
たはＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージ）を通じて動的に割り当てられるＮＳ－ＲＣＨ以外
のＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨとが共存するとする。
【００９２】
　図８を参照すると、まず、ＳＦＨを通じて割り当てられる非同期レンジングチャネル（
ＮＳ－ＲＣＨ）は、サブフレーム＃０に位置するか否かにかかわらず、本実施例のマッピ
ング規則によって、最初の機会インデックスである０が与えられる。なお、同一サブフレ
ーム内に、ＳＦＨを通じて割り当てられる同期レンジングチャネルに機会インデックス３
が与えられる。
【００９３】
　そのため、残っている機会インデックスは１及び２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジング
チャネルに１が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００９４】
　図９は、レガシーシステムを支援する基地局において、本発明の一実施例に係るレンジ
ングチャネルを機会インデックスにマッピングした形態の他の例を示す図である。
【００９５】
　図９でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５で
あり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮
定する。また、ＮＳ－ＲＣＨに、機会インデックスの最初の値（すなわち、０）が与えら
れるとする。ただし、当該フレームには、ＳＦＨを通じたＲＣＨの割当が存在しないとす
る。
【００９６】
　図９を参照すると、上述した過程のように、ＳＦＨを通じて割り当てられるＲＣＨが存
在しないので、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられるＮＳ－ＲＣＨに、０及び１の機会イン
デックスが順に与えられる。
【００９７】
　一方、ＳＦＨを通じて当該フレーム内に割り当てられたＲＣＨがなくても、それに与え
られる機会インデックスの最初の値（すなわち、０）及び／または最後の値（すなわち、
３）を留保しておいてもよい。こうすると、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられるＮＳ－Ｒ
ＣＨに残った機会インデックスは１及び２になり、よって、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当て
られたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジングチ
ャネルに１が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに２が与えられる。
【００９８】
　第２の実施例
　本発明の他の実施例によれば、レンジングチャネルの機会インデックスを時間／周波数
軸に沿ってサブフレーム単位で順次に与えるとともに、レンジングチャネルのサブフレー
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ム番号を明示的に端末に知らせる方法が提供される。
【００９９】
　上述した本実施例に係るレンジング機会インデックスマッピング方法がタイプ１基地局
（すなわち、ＷｉｒｅｌｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　ｗｉｔｈ　ＦＤＭ－ｂａｓｅｄ　Ｕ
Ｌ　ＰＵＳＣ　Ｚｏｎｅを支援する基地局）に適用される形態の一例を、図１０を参照し
て説明する。
【０１００】
　図１０は、本発明の他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピ
ングした形態の一例を示す図である。
【０１０１】
　図１０で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり
、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定す
る。また、レガシーシステムの支援のために、一つのサブフレームに、Ａ－ＭＡＰを通じ
て動的に割り当てられるＮＳ－ＲＣＨ以外のＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨとが共存するとす
る。
【０１０２】
　図１０を参照すると、サブフレーム＃０では、ＳＦＨを通じて割り当てられるＮＳ－Ｒ
ＣＨとＳ－ＲＣＨが共に位置するが、サブフレーム単位でレンジング機会インデックスが
時間軸の順に定められるので、ＮＳ－ＲＣＨには機会インデックス０が、Ｓ－ＲＣＨには
機会インデックス１がそれぞれ与えられる。また、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当てられる残
りのＮＳ－ＲＣＨは、サブフレーム＃２及び＃３にそれぞれ一つずつ存在するので、これ
らＮＳ－ＲＣＨにはいずれも機会インデックス０が与えられる。
【０１０３】
　本実施例を具現するためには、ＳＦＨ、ＡＡＩ＿ＳＣＤ及びＡ－ＭＡＰのレンジングチ
ャネル割当情報に、ＲＣＨごとにサブフレーム番号を指示するためのフィールドが追加さ
れることが好ましい。また、レンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ
及びＣＤＭＡ割当マップ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ）にも、レンジ
ング機会インデックスの属したサブフレーム番号を指示するためのフィールドが追加され
ることが好ましい。
【０１０４】
　第３の実施例
　本発明のさらに他の実施例によれば、レンジングチャネルの用途（すなわち、ＮＳ－Ｒ
ＣＨなのかＳ－ＲＣＨなのか）によって、当該チャネルの時間軸及び周波数軸に沿って順
次にレンジング機会インデックスを与える方法が提供される。
【０１０５】
　すなわち、ＮＳ－ＲＣＨには基本的に、本発明の一実施例と同じ方法で機会インデック
スを与え、Ｓ－ＲＣＨには、ＮＳ－ＲＣＨと同じ機会インデックス値を与えることができ
る。そのために、ＳＦＨまたはＡ－ＭＡＰを通じて転送されるレンジングチャネル割当情
報には、レンジングタイプ情報（Ｒａｎｇｉｎｇ　ｔｙｐｅ、すなわち、ＮＳ－ＲＣＨな
のかＳ－ＲＣＨなのか）が明示的に含まれることが好ましい。
【０１０６】
　また、レンジング肯定応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫ）メッセージ及びＣＤＭＡ割当マ
ップ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ－ＭＡＰ）にもレンジング機会インデックス
のレンジングタイプ情報が明示的に含まれることが好ましい。
【０１０７】
　以下では、上述した本実施例に係るレンジング機会インデックスマッピング方法がタイ
プ１基地局（すなわち、ＷｉｒｅｌｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　ｗｉｔｈ　ＦＤＭ－ｂａ
ｓｅｄ　ＵＬ　ＰＵＳＣ　Ｚｏｎｅを支援する基地局）に適用される形態の一例を、図１
１を参照して説明する。
【０１０８】
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　図１１は、本発明のさらに他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスに
マッピングした形態の一例を示す図である。
【０１０９】
　図１１で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり
、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定す
る。また、レガシーシステムの支援のために、一つのサブフレームに、Ａ－ＭＡＰを通じ
て動的に割り当てられるＮＳ－ＲＣＨ以外のＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨとが共存するとす
る。
【０１１０】
　図１１を参照すると、サブフレーム＃０では、ＳＦＨを通じて割り当てられるＮＳ－Ｒ
ＣＨとＳ－ＲＣＨとが共に位置し、ＮＳ－ＲＣＨは、当該フレームで時間軸上で最初に位
置するので、レンジング機会インデックス０が与えられる。Ｓ－ＲＣＨも、当該フレーム
で時間軸上で最初に位置するので、レンジング機会インデックスは０になる。
【０１１１】
　まず、サブフレーム＃０においてＮＳ－ＲＣＨが一つ存在（レンジング機会インデック
ス０）するので、後でＡ－ＭＡＰを通じて割り当てられた残り２つのＮＳ－ＲＣＨには、
機会インデックス１と機会インデックス２が時間軸に沿って順にそれぞれ与えられる。
【０１１２】
　第４の実施例
　本発明のさらに他の実施例によれば、レンジングチャネル割当情報が転送される形態に
よって、レンジングチャネルを、機会インデックスの固定した値にマッピングさせる方法
が提供される。
【０１１３】
　具体的に、レンジングを行うに当たり、一つのフレームにレンジングチャネルがＳ－Ｓ
ＦＨ　ＳＰ１を通じて割り当てられる時に、Ｓ－ＳＦＨを通じて割り当てられた各レンジ
ングチャネルに、機会インデックス０からそれぞれマッピングされる。この時、レンジン
グ機会インデックスのマッピングの順序は、時間軸でＳ－ＳＦＨ　ＳＰ１を通じてレンジ
ングチャネルが割り当てられる順序と同一である。また、一つのフレームにレンジングチ
ャネルがＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられる時に、当該レンジングチャネ
ルは機会インデックス３にマッピングされる。その後、残りのレンジング機会インデック
スが、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを通じて割り当てられたレンジングチャネルに与えられ、各レン
ジングチャネルに機会インデックスがマッピングされる順序は、時間軸でＡ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅを通じてレンジングチャネルが割り当てられる順序と同一である。
【０１１４】
　本実施例に係るマッピング方法がタイプ３基地局に適用される例を、図１２を参照して
説明する。
【０１１５】
　図１２は、本発明のさらに他の実施例に係るレンジングチャネルを機会インデックスに
マッピングした形態の一例を示す図である。
【０１１６】
　図１２でも同様、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５
であり、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と
仮定する。また、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとす
る。
【０１１７】
　図１２を参照すると、サブフレーム＃０から＃３まで、各サブフレーム当たりに一つの
レンジングチャネルが割り当てられる。ここで、サブフレーム＃３に、ＳＦＨを通じて割
り当てられる非同期レンジングチャネル（ＮＳ－ＲＣＨ）が位置し、本実施例に係るマッ
ピング方法が適用されることから、当該レンジングチャネルが時間軸上で最初に位置しな
いにもかかわらず、その機会インデックスは０になる。
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【０１１８】
　次に、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージを通じて割り当てられる同期レンジングチャネル（Ｓ
－ＲＣＨ）がサブフレーム＃１に位置するが、本実施例のマッピング規則によって、最後
のインデックスである３が与えられる。
【０１１９】
　そのため、残っている機会インデックスは１及び２になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃０のレンジング
チャネルに１が、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに２が与えられる。
【０１２０】
　次に、本実施例に係るマッピング方法がタイプ１基地局に適用される一例を、図１３を
参照して説明する。
【０１２１】
　図１３は、レガシーシステムを支援する基地局において、本発明のさらに他の実施例に
係るレンジングチャネルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である
。
【０１２２】
　図１３で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり
、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定す
る。また、レガシーシステムの支援のために、一つのサブフレームに、Ａ－ＭＡＰを通じ
て動的に割り当てられるＮＳ－ＲＣＨ以外のＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨとが共存するとす
る。
【０１２３】
　図１３を参照すると、まず、ＳＦＨを通じて割り当てられるＮＳ－ＲＣＨとＳ－ＲＣＨ
とがそれぞれサブフレーム＃０に位置するが、同じチャネル（ここではＳＦＨ）を通じて
割り当てられるＲＣＨについては時間軸に沿って機会インデックスが与えられるので、時
間軸において先に位置するＮＳ－ＲＣＨに機会インデックス０が与えられ、Ｓ－ＲＣＨに
は機会インデックス１が与えられる。
【０１２４】
　そのため、残っている機会インデックスは２及び３になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＮＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃２のレンジング
チャネルに２が、サブフレーム＃３のレンジングチャネルに３が与えられる。
【０１２５】
　次に、本実施例に係るマッピング方法がタイプ２基地局に適用される他の例を、図１４
を参照して説明する。
【０１２６】
　図１４は、カバレッジの狭い基地局において、本発明のさらに他の実施例に係るレンジ
ングチャネルを機会インデックスにマッピングした形態の一例を示す図である。
【０１２７】
　図１４で、ダウンリンク／アップリンク比（ＤＬ／ＵＬ　ｒａｔｉｏ）は３：５であり
、レンジング機会インデックスの大きさを２ビット（すなわち、０～３の４個）と仮定す
る。また、一つのサブフレームには最大一つのレンジングチャネルが存在するとする。
【０１２８】
　図１４を参照すると、サブフレーム＃１に、ＳＦＨを通じて割り当てられる同期レンジ
ングチャネルが位置し、本実施例に係るマッピング方法が適用されることから、当該レン
ジングチャネルの時間軸上における位置にかかわらず、その機会インデックスは０になる
。
【０１２９】
　そのため、残っている機会インデックスは１乃至３になり、Ａ－ＭＡＰを通じて割り当
てられたＳ－ＲＣＨのインデックスは、時間軸の順に、サブフレーム＃０のレンジングチ
ャネルに１が、サブフレーム＃２のレンジングチャネルに２が与えられる。
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【０１３０】
　以上の実施例においてＡ－ＭＡＰを通じて割り当てられるものと説明された、動的に割
り当てられるレンジングチャネルは、Ａ－ＭＡＰの他にも、ハンドオーバー過程において
ハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを通じて割り当てられてもよい
。
【０１３１】
　端末及び基地局の構造
　以下、本発明の他の実施例であって、上記の本発明の実施例を実行できる端末及び基地
局（ＦＢＳ、ＭＢＳ）について説明する。
【０１３２】
　端末は、アップリンクでは送信機として動作し、ダウンリンクでは受信機として動作で
きる。また、基地局は、アップリンクでは受信機として動作し、ダウンリンクでは送信機
として動作できる。すなわち、端末及び基地局は、情報またはデータの転送のために送信
機及び受信機を含むことができる。
【０１３３】
　送信機及び受信機は、本発明の実施例を実行するためのプロセッサ、モジュール、部分
及び／または手段などを含むことができる。特に、送信機及び受信機は、メッセージを暗
号化するためのモジュール（手段）、暗号化したメッセージを解析するためのモジュール
、メッセージを送受信するためのアンテナなどを備えることができる。このような送信端
と受信端の一例を、図１５を参照して説明する。
【０１３４】
　図１５は、本発明の他の実施例であって、送信端及び受信端の構造の一例を示すブロッ
ク図である。
【０１３５】
　図１５を参照すると、左側は送信端の構造を示し、右側は受信端の構造を示している。
送信端及び受信端のそれぞれは、アンテナ５，１０、プロセッサ２０，３０、転送モジュ
ール（Ｔｘ　ｍｏｄｕｌｅ）４０，５０、受信モジュール（Ｒｘ　ｍｏｄｕｌｅ）６０，
７０及びメモリー８０，９０を備えることができる。各構成要素は、互いに対応する機能
を実行することができる。以下、各構成要素についてより詳細に説明する。
【０１３６】
　アンテナ５，１０は、転送モジュール４０，５０で生成された信号を外部に転送したり
、外部から無線信号を受信して受信モジュール６０，７０に伝達する機能を担う。多重ア
ンテナ（ＭＩＭＯ）機能が支援される場合には、２個以上が設けられてもよい。
【０１３７】
　アンテナ、転送モジュール及び受信モジュールは共に、無線通信（ＲＦ）モジュールを
構成することができる。
【０１３８】
　プロセッサ２０，３０は、通常、移動端末機の全般動作を制御する。例えば、上述した
本発明の実施例を実行するためのコントローラ機能、サービス特性及び伝播環境に応じた
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム可変制御機能、ハンド
オーバー（ＨａｎｄＯｖｅｒ）機能、認証及び暗号化機能などを実行することができる。
より具体的に、プロセッサ２０，３０は、上述したシステム情報の転送／更新手順を実行
するための制御全般を行うことができる。
【０１３９】
　特に、端末のプロセッサは、無線通信モジュールを制御して、レンジングチャネルの割
当情報を含むＳＦＨ、ＡＡＩ＿ＳＣＤメッセージ及び／またはＡ－ＭＡＰを受信すること
ができる。レンジングチャネルの割当情報を獲得した端末のプロセッサは、自身が行うと
するレンジングの目的に応じたレンジングコードを選択し、レンジング目的に対応するレ
ンジングチャネル割当情報が指示するレンジングチャネルを通じて当該選択したコードが
転送されるように、無線通信モジュールを制御することができる。その後、端末は、自身
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が選択したレンジングコードの受信結果を、基地局からのＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＡＣＫメッセ
ージから確認することができる。上述したレンジング手順において、端末のプロセッサは
、自身がレンジングコードを転送したレンジングチャネルを識別するために、前述した実
施例のいずれか一方法を用いて当該レンジングチャネルの機会インデックスを判断するこ
とができる。
【０１４０】
　その他にも、端末のプロセッサは、上述した実施例に開示された動作の全般的な制御動
作を行うことができる。
【０１４１】
　転送モジュール４０，５０は、プロセッサ２０，３０からスケジューリングされて外部
に転送されるデータに、所定の符号化（ｃｏｄｉｎｇ）及び変調（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
）を行った後、アンテナ１０に伝達することができる。
【０１４２】
　受信モジュール６０，７０は、外部からアンテナ５，１０を介して受信された無線信号
に復号（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及び復調（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を行って原本データ
の形態に復元し、プロセッサ２０，３０に伝達することができる。
【０１４３】
　メモリー８０，９０は、プロセッサ２０，３０の処理及び制御のためのプログラムを格
納することもでき、入／出力されるデータを臨時記憶する機能を担うこともできる。また
、メモリー８０，９０は、フラッシュメモリータイプ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｔｙ
ｐｅ）、ハードディスクタイプ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｔｙｐｅ）、マルチメディアカー
ドマイクロタイプ（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｃａｒｄ　ｍｉｃｒｏ　ｔｙｐｅ）、カード
タイプのメモリー（例えば、ＳＤまたはＸＤメモリーなど）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、磁気メモリー、磁気ディスク、光ディスクの少なくとも一タイプの記憶媒体
を含むことができる。
【０１４４】
　一方、基地局及び中継局は、上述した本発明の実施例を実行するためのコントローラ機
能、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）パケットスケジューリング、時
分割デュプレックス（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）パケットス
ケジューリング及びチャネル多重化機能、サービス特性及び伝播環境に応じたＭＡＣフレ
ーム可変制御機能、高速トラフィック実時間制御機能、ハンドオーバー（Ｈａｎｄｏｖｅ
ｒ）機能、認証及び暗号化機能、データ転送のためのパケット変復調機能、高速パケット
チャネルコーディング機能、及び実時間モデム制御機能などを、上述したモジュールの少
なくとも一つにより行ったり、これらの機能を実行するための別の手段、モジュールまた
は部分などをさらに備えることができる。
【０１４５】
　本発明は、本発明の精神及び必須特徴から逸脱することなく、他の特定の形態に具体化
できる。そのため、上記の詳細な説明はいずれの面においても制約的に解釈してはならず
、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理
的解釈により定めなければならず、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明
の範囲に含まれる。また、特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合し
て実施例を構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１４６】
　上述した本発明の実施例は、様々な無線接続システムに適用することができる。様々な
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無線接続システムの一例には、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅ
ｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）システム、ＩＥＥＥ　８０２．ｘｘシステムなどがある。
上述した本発明の実施例は、上記のシステムの他、これらシステムが適用されるいずれの
技術分野にも適用することができる。
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